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ススポポーーツツでで  元元気気ををつつくくるる  健健康康都都市市  へへききななんん  

～ 目指そう週一回 スポーツ実施率６０％ ～  

  

平成２７年度 碧南市スポーツ課事業報告 

 

第１ 基 本 方 針 

 本市の社会体育振興の基本は、第５次碧南市総合計画(2010－2020)のキャッチフレーズである「ひとのわ

で 楽しさつくる みなとまち へきなん」にふさわしい健康都市を築きあげることにある。具体的には平成

26 年度に策定したスポーツ推進計画(2015－2024)に沿って、市民の誰もが気軽に集い、楽しめる生涯スポー

ツ社会の実現を目標とする。 

市民の要望に応じた身近な施設の整備と、主体的、継続的にスポーツに親しみながら意識的な健康づくり

に取り組めるように情報の提供と指導体制の充実に努めた。 

 

第２ 施     策 

 市民一人ひとりが心身ともに健康で潤いのある日常生活を送るため、生涯スポーツ、競技スポーツ及びレ

クリエーションの普及・振興に努め、スポーツ活動の日常化を図るため以下の事業を開催し、碧南市スポー

ツ推進計画を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「元気ッス!運動」の推進 

１ 「す る」元気ッス！ ～スポーツをすることで、からだを元気にしましょう。～ 

 (1) スポーツをする機会の創出 

    いつでもだれでも気軽に各自の興味・関心や年齢・体力・技術に応じて継続的にスポーツに親しむ

ことができるように努めた。 

    チャレンジデー２０１５へ参加した。（５回目の参加） 

    平成２７年５月２７日（水）０時～２１時 この間に１５分以上運動した人に報告をもらう。 

    対戦相手は山梨県甲斐市（人口７４，７１３人）で、人口に対する参加率で競った。 

    結果 碧南市 参加人数（５７，２２２人／７１，７９３人）参加率（７９．７％） 

       甲斐市 参加人数（５５，３８１人／７４，７１３人）参加率（７４．１％） 

       碧南市が勝利した。 

碧南市スポーツ推進計画のスローガン 
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 (2) スポーツイベントや大会の開催によるスポーツ人口の拡大 

   スポーツ人口の増加につながるよう幅広い層の市民が参加できる大会を開催した。 

＜碧南市、碧南市教育委員会主催（共催）行事＞ 

 

 (3) スポーツや健康の情報提供による市民の意識改革 

  広報やホームページの充実に努め、多様な情報媒体の活用により、市民が身近でスポーツ活動の情報

が得られるような環境を整備した。 

 

２ 「観 る」元気ッス！ ～スポーツを観ることで、心を元気にしましょう。～ 

 (1) スポーツ観戦による精神的高揚と技術的向上 

    全国大会や企業クラブチームによる試合などのより高い技術のスポーツを観戦できる機会の増加に

努めた。 

 

３ 「学 ぶ」元気ッス！ ～スポーツの基礎を学んで、頭脳を元気にしましょう。～ 

 (1) 健康づくり講座やスポーツ教室等の開催による健康運動の推進 

NO 行  事  名 参加者数 期日 会   場 

1 第１０回全国女子軟式野球選抜交流碧南大会 8ﾁｰﾑ 5月4、5日 臨海・玉津浦ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

2 春季市民囲碁大会 33名 5月24日 文化会館 

3 チャレンジデー２０１５ 57,222名 5月27日 市内一円 

4 第38回市民バドミントン選手権大会 85名 6月28日 臨海体育館 

5 市民体力テスト 56名 6月28日 臨海体育館 

6 第11回らくらくソフトボール大会 10ﾁｰﾑ 7月～ 玉津浦ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

7 第１回全国スラックラインクラス別大会 76名 7月4日 臨海公園ドーム 

8 新体操競技会 39名 7月12日 臨海体育館 

9 第41回市長杯争奪家庭婦人バレーボール大会 7ﾁｰﾑ 7月12日 東部市民プラザ 

10 第63回中日杯争奪西三河優勝卓球大会 785名 8月2日 臨海体育館 

11 大型ヨット体験乗船 32名 8月2日 新川港 

12 第22回碧南市秋季市民インディアカ大会 200名 8月2日 南部市民プラザ 

13 愛知県ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ'15西三大会(卓球) 24ﾁｰﾑ 8月30日 臨海体育館 

14 第67回秋季市民総合体育大会 17種目 9月～ 臨海体育館等 

15 障害者グラウンド・ゴルフ大会 23名 10月3日 臨海公園ドーム 

16 秋季市民囲碁大会 33名 11月22日 文化会館 

17 新体操発表会 202名 11月23日 臨海体育館 

18 バスケットボール日本リーグ碧南大会 
650名 

（観客） 
12月12、13日 臨海体育館 

19 第50回へきなんマラソン 668名 12月20日 臨海公園周辺 

20 第5回やろまいペタボード大会 40ﾁｰﾑ 1月16日 臨海体育館 

21 第55回市民スキー大会・スキー教室 計44名 1月30、31日 白樺高原国際ｽｷｰ場 

22 第57回碧南市民卓球選手権大会 265名 2月7日 南部市民プラザ 

23 第13回ディスクドッヂ大会inへきなん 12ﾁｰﾑ 2月27日 臨海体育館 

24 碧南ジュニア駅伝２０１６ 43ﾁｰﾑ 3月5日 臨海公園 

25 第43回碧南市民駅伝大会 108ﾁｰﾑ 3月6日 市内一円 
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    初心者向けの各種スポーツ教室・講座を開催しスポーツ人口の拡大を図った。 

 ア スポーツ教室 

  初心者や運動に親しんでいない人が手軽に参加できる教室を開催した。 

教室名 場所 曜日・時間 対象 回数 人数 

昼

間 

卓   球 臨海体育館 
水 

9:30～11:30 

15才以上 

（中学生を除く） 

４月～６月  10回 12名 

９月～１１月 10回 18名 

バドミントン 臨海体育館 
火  

9:30～11:30 

15才以上 

（中学生を除く） 

４月～５月   7回 18名 

９月～１１月  7回 22名 

水中 

ウォーキング 

水上 

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

火 

13:30～14:30 
30才以上 

４月～６月  10回 18名 

９月～１１月 10回 18名 

簡単ｸﾗｼｯｸ 

ｽﾄﾚｯﾁ 
芸文ホール 

木 

10:00～11:00 
18才以上 

４月～６月  10回 56名 

９月～１２月 10回 54名 

らくらく 

アクア 
碧南ｽｲﾐﾝｸﾞ 

月 

11:00～11:45 

15才以上 

（中学生を除く） 

４月～６月  10回 20名 

９月～１１月 10回 16名 

NOSS 

（にほんおどり 

 ｽﾎﾟｰﾂｻｲｴﾝｽ） 

臨海体育館 
水 

13:30～15:00 

15才以上 

（中学生を除く） 

４月～６月  5回 － 

９月～１１月 5回 － 

夜 

間 

太 極 拳 
南部 

市民プラザ 

金 

19:30～21:00 
中学生以上 

４月～６月  10回 19名 

９月～１１月 10回 21名 

バドミントン 臨海体育館 
火木 

19:00～21:00 
小学5年生以上 

４月～５月   7回 32名 

９月～１０月 7回 26名 

エアロビクス 芸文ホール 
水 

19:30～21:00 
中学生以上 

４月～６月  10回 46名 

９月～１２月 10回 41名 

テニス 
港湾 

テニスコート 

水金 

19:00～21:00 

15才以上 

（中学生を除く） 

４月～５月  10回 16名 

９月～１０月 10回 19名 

ソフト 

バレーボール 

南部 

市民プラザ 

水 

19:00～21:00 
小学生以上     

４月～６月  10回 17名 

９月～１１月 10回 21名 

ボクシング 

フィットネス 
臨海体育館 

木 

19:30～20:30 
小学4年生以上 

４月～６月  10回 11名 

９月～１１月 10回 － 

アーチェリー 港湾ｱｰﾁｪﾘｰ場 
金 

19:00～21:00 
中学生以上 ４月～５月   5回 － 

子 

供 
バスケット 

ボール 

新川小学校 

体育館 
18:00～20:00 小学生 

４月～７月  15回 72名 

８月～１月  15回 71名 

ジュニア 

ソフトテニス 

臨海 

テニスコート 
19:00～21:00 小学４～６年生 

４月～５月  15回 40名 

８月～１１月 15回 33名 

空      手 臨海体育館 18:30～20:00 年長、小中学生 
４月～８月  15回 22名 

９月～１月  15回 21名 

剣      道 臨海体育館 19:00～21:00 小中学生 
４月～７月  15回 12名 

９月～１２月 15回 12名 

柔      道 臨海体育館 19:00～21:00 小中学生 
４月～７月  15回 22名 

９月～１２月 15回 21名 

水      泳 碧南ｽｲﾐﾝｸﾞ 17:15～18:15 小学生 
４月～７月  15回 30名 

９月～１２月 15回 30名 

新 体 操 臨海体育館 18:00～19:00 
年中、年長、 

小学生 

４月～７月  15回 － 

９月～１２月 15回 12名 

卓   球 臨海体育館 19:00～21:00 小学2年生以上 
４月～７月  15回 10名 

９月～１２月 15回 11名 
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陸上スポーツ 
２号地多目的 

グラウンド等 
9:30～11:30 

小学２～３年生 

(後期１～３年生) 

４月～７月  15回 30名 

９月～１２月 15回 32名 

小学４～６年生 
４月～７月  15回 16名 

９月～１２月 15回 22名 

ヨット 新川港 9:00～12:00 小中学生 前期 10回 13名 

元気ッス！ 

キッズ運動 
棚尾小学校他 

9:00～ 

11:00 
小学３、４年生 通年10回 20名 

イ トレーニング講習会の実施 

トレーニング室（臨海体育館内）利用にあたり、利用上の安全及びトレーニング効果をより高める

ために講習会を実施し、自己管理による健康の保持増進に努めた。 

     ［  開講日  ］  木曜日（午後７時～８時）：２、３回／月 

           土曜日もしくは日曜日（午前９時～１０時）：１回／月 

     ［  指導者  ］  スポーツ課職員１名 

     ［  内  容  ］  トレーニング方法及び器具取り扱い説明 

           トレーニングルーム利用者数 １９，８０７名（２月末現在） 

               ＜参考 昨年度 ２０，９８４名＞ 

 

 (2) 指導者の資質向上をめざした講習会・研修会の開催 

    指導者個々のレベルアップを図るため様々な技術、知識の習得をテーマとした講習会を実施した。 

 

 (3) スポーツ推進委員の充足と活動機会の増加 

    各種研修会に参加し、スポーツ振興者、コーディネーターとして資質の向上を図った。 

研修会等 期 日 会 場 参加者数 

スポーツ推進委員愛知大会 ６月１３日 日本ｶﾞｲｼｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ ８名 

愛知県スポーツ推進委員研修会 ９月１９日 瀬戸市文化ｾﾝﾀｰ １５名 

西三河スポーツ推進委員実技研修会 １０月２４日 岡崎中央総合公園 １５名 

東海四県スポーツ推進委員研究大会 ２月１９、 

２０日 

世界救世教救世会館 

（静岡県熱海市） 

１１名 

 

 

４ 「極める」元気ッス！ ～スポーツの技術や指導方法を極めて、みんなで元気になりましょう。～ 

 (1) 市独自のスポーツ選手の育成と支援 

・スポーツ選手強化事業（碧南市体育協会委託）を行い、競技力向上を図った。 

   ・各競技団体において、主にジュニア層（小・中・高校生）を対象に実施する強化練習会や記録会に

対し、補助した。 

・スポーツ少年団加入団体への練習場所が確保できる体制を整えた。 

・2020年の東京オリンピックを意識したスポーツ選手への支援策を検討した。 
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 (2) 市独自のスポーツ指導者の育成と支援 

   ・各スポーツ団体等で実施する指導者講習会を支援し、参加を促進した。 

   ・市独自の公認スポーツ指導者認定制度の整備に向け調査研究した。 

 (3) 全国大会等への出場に対する奨励金制度の充実 

   ・競技力の向上及び普及を図るため、全国大会等へ出場する選手に奨励金を支給した。 

（２月末現在） 

区分 対象者 競技種目 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・世界選手権 
個人： 1 

団体： １ 
アームレスリング、インディアカ 

国体・高校総体 
個人： ２ 

団体： ６ 
ヨット、ボクシング、ソフトボール 

全国大会 
個人：１２ 

団体：１１ 

野球、空手道、柔道、ソフトボール、バドミントン、

フットサル、卓球、バスケットボール、ソフトテニ

ス、テコンドー、ボクシング、サッカー 

東海地区大会 
個人： ４ 

団体： ４ 
空手道、ヨット、卓球、陸上競技、柔道、サッカー 

その他 

（県大会成績優秀など） 

個人：１５ 

団体： ４ 

空手道、ヨット、バレーボール、野球、サッカー、

レスリング、ソフトテニス、ディアボロ 

 

５ 「支える」元気ッス！ ～スポーツの環境を整え、地域で支えて元気になりましょう。～ 

 （もので支える） 

(1) 日常的な健康づくりやスポーツ活動のための身近な施設の整備 

    臨海体育館の空調で使用している冷温水発生機・温水ヒーター・冷却塔・各ポンプ設備等の更新を

行った。 

第１体育室の柔道畳購入、中央中学校照明設備の増設、ＡＥＤの更新を行った。 

 (2) 公共スポーツ施設や学校体育施設の効率的活用 

    グラウンド・体育館等の学校体育施設を開放し、スポーツの普及・振興を図るとともに生涯スポー

ツ推進の基盤とした。 

ア 学校施設開放 

   ＜開放校＞  小学校７校、中学校５校、高校２校 

【種目別登録団体】                            （２月末現在） 

種目登録

数 

バレー 

ボール 

ﾊﾞｽｹｯﾄ

ﾎﾞｰﾙ 
卓球 

軟式 

野球 

ソフト 

ボール 

バドミ 

ントン 

ｻｯｶｰ・ 

ﾌｯﾄｻﾙ 

インデ

ィアカ 
体操 その他 合計 

団 体 数 16 15 3 9 6 5 16 5 8 24 107 

登録者数 291 294 124 332 92 77 2,010 61 254 677 4,212 

    その他…剣道、空手道、ソフトミニバレー、ソフトバレー、フットサル、マーチング、 

よさこい踊り、ソフトテニス、ディスクドッヂ、フラダンス 
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【開放校】  小学校７校、中学校５校、高校２校              （２月末現在） 

開放校 開   放   日   時 開放施設 開放種目 回数 人数 

新川 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

バレーボール、少年野球、少年サッカ

ー、新体操等 
146 5,922 

毎週月･火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間（19:00～22:00） 
体育館 

バレーボール、新体操、バスケットボ

ール 
158 3,272 

中央 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

バレーボール、少年野球、少年サッカ

ー、新体操 
107 2,943 

毎週火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間（19:00～22:00） 
体育館 バレーボール、新体操、ソフトバレー 126 1,717 

大浜 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

バレーボール、少年野球、少

年サッカー等 
226 9,505 

毎週月･火･水･木･金曜日 

の夜間（19:00～22:00） 
体育館 

新体操、バレーボール、バドミントン、

ディスクドッヂ 
225 3,878 

棚尾 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

少年野球、少年サッカー、バ

スケットボール、バレーボー

ル、マーチング等 

163 6,780 

毎週月･火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間（19:00～22:00） 
体育館 

バレーボール、新体操、バドミントン、

ソフトバレー等 
171 3,438 

日進 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

バレーボール、少年サッカー、少年野

球、ソフトバレー 
88 2,048 

毎週火･水･木･金曜日 

の夜間（19:00～22:00） 
体育館 

バレーボール、ソフトミニバレー、イ

ンディアカ 
94 1,071 

鷲塚 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

バレーボール、少年野球、少年サッカ

ー 
129 6,727 

毎週水･木･金曜日の夜間 

（19:00～22:00） 
体育館 新体操、サッカー 50 855 

西端 

小学校 

休業日、祝日の午前（9:00～12:00） 

午後(13:00～17:00) 

グラウンド 

体育館 

少年野球、少年サッカー、バレーボー

ル 
145 4,671 

毎週火･金曜日の夜間 

（19:00～22:00） 
体育館 ソフトバレー、よさこい 62 637 

新川 

中学校 

毎週月･火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間（19:00～22:00） 

体育館・卓球場 

武道場 

バスケットボール、卓球、健康体操、

バドミントン、空手道、フラダンス 
344 6,309 

日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 

通年 夜間(19:00～21:00） ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ﾃﾆｽｺｰﾄ 軟式野球、ソフトボール、サッカー 57 1,968 

中央 

中学校 

毎週火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間 （19:00～22:00） 

体育館 

武道場 

バスケットボール、ソフトバレー、イ

ンディア、空手道、バドミントン、フ

ットサル 

263 5,050 

日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 

通年 夜間（19:00～21:00） ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ﾃﾆｽｺｰﾄ 軟式野球、ソフトボール、サッカー 184 8,589 

南 

中学校 

毎週月･火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間(19:00～22:00） 

体育館・卓球場 

武道場 

インディアカ、バレーボール、

空手道、ソフトバレー、バス

ケットボール 

181 2,912 

日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 
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東 

中学校 

毎週火･水･木･金･土･日曜日の夜間 

（19:00～22:00） 

体育館 

卓球場 

バレーボール、バスッケットボール、

剣道、健康体操、インディアカ 
292 5,430 

日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 

通年 夜間（19:00～21:00） ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ﾃﾆｽｺｰﾄ 
軟式野球、ソフトボール、サ

ッカー 
49 1,032 

西端 

中学校 

毎週火･水･木･金･土･日曜日 

の夜間   （19:00～22:00） 

体育館 

卓球場 

バレーボール、バスケットボール 、

卓球、剣道、ソフトバレー、新体操 
401 6,488 

日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 

通 年（19:00～21:00） グラウンド 
軟式野球、ソフトボール、サ

ッカー 
52 1,165 

碧 高 
毎月第１日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00） 
グラウンド 少年野球 0 0 

碧工高 
日曜日の午前（9:00～12:00） 

午後（13:00～17:00）月1回程度 
グラウンド サッカー 0 0 

 

 （ひとで支える） 

 (3) 既存スポーツ・レクリエーション団体の充実と自主活動の推進 

    市内で活動するスポーツ・レクリエーション団体の主体的な活動を支援し、補助金を交付した。 

  碧南市体育協会                   １，８００，０００  円 

へきなん総合型スポーツクラブ    １，８００，０００ 円 

碧南市スポーツ少年団               ２７０，０００  円 

碧南市レクリエーション協会         １３５，０００  円 

 (4) 総合型地域スポーツクラブの育成と周知 

    活動内容を広く市民に周知し、会員数の増加とクラブの安定的運営のため、多様なスポーツ教室の

活動を支援した。 

 (5) スポーツ交流の推進 

  ・市内地域間の積極的交流 

    スポーツを通じた地域交流や世代間交流を促進した。 

  ・市外の自治体・団体との積極的交流 

    市外のスポーツ団体や自治体との広域的なスポーツ交流を推進した。 

    「海と山のスポーツ親善交歓会」を実施した。（平成２７年度：豊田市小原地区→碧南市） 

    平成２７年８月２３日（日）午前１０時から碧南市臨海体育館等で実施。 

     参加者 豊田市小原地区 ５６名 

         碧南市    １３８名 

 市教育委員会 バレー 剣道連盟 ソフトテニス スポーツ推進委員 

豊田市小原地区 ５名 １２名 １８名 １６名 ５名 

碧南市 ７名 ２７名 ６２名 １８名 ２４名 
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  ・海外の都市やスポーツ団体との積極的交流 

    スポーツ振興及び国際的相互理解を深める少年スポーツの海外派遣を支援するため、補助金を交付。

（平成２６年度から交付開始、隔年実施）（平成２７年度は実績無し） 

   【制度概要】交付規程の別表に定める種目で、少年を含めた１０名以上の派遣団（３分の２は少年で

あること。）に対して、１人あたり補助対象経費の３分の２を助成する。（上限額１０万円／人） 
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ススポポーーツツでで  元元気気ををつつくくるる  健健康康都都市市  へへききななんん  

～ 目指そう週一回 スポーツ実施率６０％ ～  

  

平成２８年度 碧南市スポーツ課事業計画 

 

第１ 基 本 方 針 

 本市の社会体育振興の基本は、第５次碧南市総合計画(2010－2020)のキャッチフレーズである「ひとのわ

で 楽しさつくる みなとまち へきなん」にふさわしい健康都市を築きあげることにある。具体的には平成

26 年度に策定したスポーツ推進計画(2015－2024)に沿って、市民の誰もが気軽に集い、楽しめる生涯スポー

ツ社会の実現を目標とする。 

市民の要望に応じた身近な施設の整備と、主体的、継続的にスポーツに親しみながら意識的な健康づくり

に取り組めるように情報の提供と指導体制の充実に努める。 

 

第２ 施     策 

 市民一人ひとりが心身ともに健康で潤いのある日常生活を送るため、生涯スポーツ、競技スポーツ及びレ

クリエーションの普及・振興に努め、スポーツ活動の日常化を図るため以下の事業を開催し、碧南市スポー

ツ推進計画を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「元気ッス!運動」の推進 

１ 「す る」元気ッス！ ～スポーツをすることで、からだを元気にしましょう。～ 

 (1) スポーツをする機会の創出 

    いつでもだれでも気軽に各自の興味・関心や年齢・体力・技術に応じて継続的にスポーツに親しむ

ことができるように努める。 

    チャレンジデー２０１６へ参加する。 

 (2) スポーツイベントや大会の開催によるスポーツ人口の拡大 

    秋季市民体育大会（９月～１１月 軟式野球等１７種目）、へきなんマラソン、市民駅伝大会等を実

施する。 

 (3) スポーツや健康の情報提供による市民の意識改革 

    広報やホームページの充実に努める。 

碧南市スポーツ推進計画のスローガン 
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２ 「観 る」元気ッス！ ～スポーツを観ることで、心を元気にしましょう。～ 

 (1) スポーツ観戦による精神的高揚と技術的向上 

    全国大会や企業クラブチームによる試合などのより高い技術のスポーツを観戦できる機会の増加に

努める。 

 

３ 「学 ぶ」元気ッス！ ～スポーツの基礎を学んで、頭脳を元気にしましょう。～ 

 (1) 健康づくり講座やスポーツ教室等の開催による健康運動の推進 

    初心者向けの各種スポーツ教室・講座を開催しスポーツ人口の拡大を図る。 

  ア 昼間教室：バドミントン、水中ウォーキング、簡単！クラシックストレッチ、らくらくアクア、卓

球（硬式、ラージボール） 

  イ 夜間教室：太極拳、バドミントン、テニス、ソフトバレーボール、エアロビクス、ボクシングフィ

ットネス、アーチェリー 

  ウ 子供教室：バスケットボール、ジュニアソフトテニス、空手、剣道、柔道、水泳、新体操、陸上ス

ポーツ、ヨット、卓球、元気ッス！キッズ運動 

 (2) 指導者の資質向上をめざした講習会・研修会の開催 

    指導者個々のレベルアップを図るため様々な技術、知識の習得をテーマとした講習会を実施する。 

 (3) スポーツ推進委員の充足と活動機会の増加 

    各種研修会に参加し、スポーツ振興者、コーディネーターとして資質の向上を図る。また、地域に

おけるスポーツ活動の普及・振興を図る。 

 

４ 「極める」元気ッス！ ～スポーツの技術や指導方法を極めて、みんなで元気になりましょう。～ 

 (1) 市独自のスポーツ選手の育成と支援 

    スポーツ関係団体の助成、スポーツ選手強化事業（碧南市体育協会委託事業）としてジュニア育成

普及活動や都道府県研修記録会の実施を図る。 

 (2) 市独自のスポーツ指導者の育成と支援 

    各スポーツ団体等で実施する指導者講習会を支援し、参加を促進する。 

 (3) 全国大会等への出場に対する奨励金制度の充実 

    競技力の向上及び普及を図るため、全国大会等へ出場する選手に奨励金を支給。 

  

５ 「支える」元気ッス！ ～スポーツの環境を整え、地域で支えて元気になりましょう。～ 

 ○もので支える 

(1) 日常的な健康づくりやスポーツ活動のための身近な施設の整備 

２号地グラウンドの老朽化したダッグアウトやフェンス等を整備する。また、グラウンドやテニス



- 11 - 

 

コートについては、雨天によるグラウンド不良改善のため、順次整備をしていく。 

 (2) 公共スポーツ施設や学校体育施設の効率的活用 

グラウンド・体育館等の学校体育施設を開放し、スポーツの普及・振興を図るとともに生涯スポー

ツ推進の基盤とする。 

 ○ひとで支える 

 (3) 既存スポーツ・レクリエーション団体の充実と自主活動の推進 

    市内で活動するスポーツ・レクリエーション団体の自主的な活動支援。 

 (4) 総合型地域スポーツクラブの育成と周知 

    活動内容の周知、多様なスポーツ教室の活動支援を図る。 

 (5) スポーツ交流の推進 

  ・市内地域間の積極的交流 

    スポーツを通じた地域交流や世代間交流を促進する。 

  ・市外の自治体・団体との積極的交流 

    市外のスポーツ団体や自治体との広域的なスポーツ交流を推進する。 

  ・海外の都市やスポーツ団体との積極的交流 

    スポーツ振興及び国際的相互理解を深める少年スポーツの海外派遣を支援するため、補助金を交付

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


